
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和３年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○朝の読書を通した読解力の育成。 ○学校図書館の貸し出し冊数が前年度を上回る。 ・週２回（木、金）の読書の時間に実施している佐賀新
聞電子版を読む時間が読むだけで終わっているので、
読んだ内容についてアウトプットすることを国語科等と
連携しながら計画、実行する。 Ｃ

・パソコンを準備できていない生徒や佐賀新聞以外のサイト
を見ている生徒も見受けられるため、夏休みに国語科と相談
し、２学期から具体的な方策、取り組みを展開していく。 Ｂ

・国語科との話し合いを行い、アウトプットの必要性について
合意できたことは一歩前進であったが、コロナ感染症対応の
ため推進する余裕がなく具体的方策については、手つかずの
ままである。図書部に国語科の職員がいると、具体化しやす
いと思われる。

Ｂ

・佐賀新聞電子版を読書の時間に取り入れたのは、活
字離れの生徒にとっては、有効的であり評価できる。
・生徒には、コミュニケーションがとりづらいコロナ禍の
中ですが、本を手に取って読書を楽しむことから、伝え
る楽しさを知ってもらいたい。

・図書主任

○基礎学力の向上 ○基礎学力診断テストにおいて学力指標が前年度よ
り向上する生徒を７０％以上にする。
○プチテストの平均点を７０％以上にする。
○職員の授業参観期間を設定する。

・基礎学力診断テストを効果的に活用し、生徒の意識
向上を図り、学力向上に繋げる。
・プチテストで、就職問題を繰り返し実施。
・教員が学期に１回以上他の教員の授業を参観する。 Ｂ

・基礎学力診断テストの意義について学年団毎に説明し、事
前学習の取組を強化してもらった結果３年生では前年より向
上したが、２年生では変わらなかった。
・プチテストは、事後指導まできちんと行われている。
・ＩＣＴ授業参観を７月に実施し過半数の先生が１回以上参観
できた。

Ｂ

・基礎学力診断テストの意義について学年ごとに説明し、事
前学習を強化した結果、３年生では前年より向上した。来年
度は、年２回実施する予定。
・プチテストは、行事等で一部実施できない回もあったが、事
後指導まできちんと行われた。
・ＩＣＴ授業参観を７月と１１月の２回実施し、ほとんどの先生が
それぞれ１回以上参観できた。

Ｂ

・過去の就職試験問題等は、生徒にとっても興味が高
く、有効的であり評価できる。
・基礎学力診断テストが、３年生の意識向上につなが
り結果が出たことは、評価できる。 ・教務主任

・進路指導主事

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思い
やりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

○農業クラブ九連大会事務局校として、おもてなしの
心、相手を気遣う心への意識を８０％以上にする。

・大会実施に向けた要項、マニュアルを作成し、生徒
が役割を果たせるよう指導する。
・九連大会に向けた機運を盛り上げるため、７月に校
内イベントを実施する。 Ｂ

・運営役員生徒が確実に役割を果たすためにマニュアルを作
成した。
・７月に運営に関わる生徒に向けた説明会及び運営打合せ
会を実施し、来場者を迎える心構えを指導した。 Ａ

・わかりやすい大会運営のマニュアル作成、役員生徒への指
導により生徒が役割を果たせた。
・大会運営の説明、打合せを通じて来場者への対応を学ば
せ、おもてなしの心や相手を思いやる心を醸成することがで
きた。

Ａ

・生徒自らによる組織運営は、自立心向上に極めて有
効であり、評価する。今後も生徒が自発的に行うよう
な教育を実践して欲しい。
・生徒は役割を与えられて、物事を成功させることに
よって成長していく。

・農業クラブ九連事務局
・農業クラブ県連事務局
・農業クラブ単位クラブ

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめは、どこでも、誰にでも起こりうるので、いじめ
を受けている本人から教師に相談できる体制を整え、
相談回数を増やし、早期解決へと導く。

・定期的な情報交換を行い、いじめの予防、早期発見
と対応を行う。
・教員間で情報を共有し、生徒が安心して学習に取り
組める教育環境を作る。
・生徒とのコミュニケーションを密にとり、些細な変化も
見逃さないように注意し、職員間で連携して対応に取
り組む。

Ｂ

・いじめアンケートや日常の生徒を観察し、様子のおかしい生
徒や悩んでいる生徒に声をかけ対処してきた。保護者からの
情報提供もあり深刻な状況には至らずに済んでいる。今後も
学校と保護者間の連携を密にとり取り組んでいきたい。
・生徒より得た情報をもとに、早期に対応することで大きな問
題には至っていない。

Ｂ

 ・生徒間のトラブルに際しては、丁寧な聞き取りと保護者へ
の十分な説明を行うことで早期解決につなげることができた。
・意図せず他人を傷つける発言があった時に学年集会を行
い、他人を思いやることの大切さについて指導を行った。ま
た、担任からクラスにおいても定期的にいじめにつながる発
言や行動について注意喚起を行った。

Ｂ

・これからも生徒、保護者、学校の三者が連携しコミュ
ニケーションを密にとり早期発見、早期解決に取り組
んでいってほしい。
・コロナ禍で生徒も大人もストレスがたまってきている
ので、ストレスがいじめにつながらないように学校全体
での雰囲気づくりが大切である。

・生徒指導主事
・教育相談主任
・各学年主任

○特別支援教育の充実
　多様性を認め合う生徒の育成

○障害のあるなしに関わらず、共に生活しやすい環境
を創る。障害であることを理由に差別を受ける件数を０
（ゼロ）にする。

・発達障害の診断をもつ生徒の保護者との信頼関係
を築く。定期的に面談を行い、本人・保護者の要望を
聞き、支援会議を開き、全職員への共通理解を図る。

Ｂ

・毎学期、個人面談週間、三者面談を実施し得た情報をもと
に生徒のケース会議を行い、共通理解と個に応じた共通指
導の徹底を行っている。教師間の指導のばらつきも少なくな
り、教師と生徒との信頼関係の構築につながっている。 Ａ

・発達障害を抱える生徒の共通理解と個に応じた指導や支援
を確認できた。
・発達障害を理由に差別を受ける生徒はいなかった。
・保護者の学校に対する理解が深まった。
　

Ａ

・ケース会議の開催で対応策等まで協議されているこ
とは評価できる。また、カウンセラーやアドバイザー等
も同席できれば、もっと良いものになる。
・発達障害の子供は、病気としての認識と本人の個性
としての尊重を家庭を通して、学校全体で見守る環境
が必要である。

・教育相談主任

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」

●体力の向上

○学校全体の出席率を９８％以上にし、体調不良等に
よる欠席者を減らす。

●「健康に食事は大切である」と考える生徒を８０％以
上とする。

●体力の向上を実感した生徒の割合を７０％以上に
する。

・保健だよりの定期的な発行や関連する教科の授業
等を通して、望ましい生活習慣の大切さを理解させ、
健康に関する意識を高める。
・保護者との連携を密に行い、家庭での生活習慣改善
に取り組む。
・体育の授業はじめにラジオ体操・ランニングを実施
し、体力の向上を図る。

Ｂ

・受診するにあたっての諸注意や実施要領をまとめた「検診
だより」を発行することで、健康診断をスムーズに実施するこ
とができた。
・健康面では、熱中症対策をまとめた「保健だより」を発行し、
生徒への意識付けを図ることができた。 Ａ

・体育の授業はじめにラジオ体操、ランニングを実施。
・ランニングは、ジョギングから徐々にスピードアップして、ほ
とんどの生徒が体力の向上が見られた。
・昨年度よりもマスクの着用が定着し、健康への意識が高
まっていると言える。また、生活習慣については、保健室来室
時に個に応じた指導を行った。

Ａ

・コロナ禍の中、集団での対応は難しかったと考える
が、高い出席率を維持することが出来た点は、評価で
きる。
・「保健だより」「健康診断」の結果に対する対応策を
自己総括する。
・家庭と一体となった食生活の形成は、取り組み内容
を評価する。
・食生活の偏食（片寄り）を無くす。

・保健主事
・養護教諭
・体育主任

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。

・定時退勤日の設定（毎週月曜日）
・部活動休養日の設定
・部活動顧問の複数配置
・学校閉庁日の設定

Ｂ

・全職員の時間外勤務時間は、平均４０．４６時間である。
・夏季休業中に５日間、学校閉庁日を設定し、教職員が休暇
を取得しやすい環境を整備した。 Ａ

・月平均時間外勤務時間は、３８．５５時間で目標を達成する
ことができた。
・定時退勤推進日を水曜日から部活休養日が多い月曜日に
変更し、より取得しやすい環境づくりに努めた。

Ａ

・職員の定時退勤日を部活動休養日と併せる変更
は、良い。
・部活動顧問等、指導者の外部からの招聘を促進す
る。
・職員もストレスをためない職場づくりが大事である。

・管理職

○教職員のＩＣＴスキルの向上及び生徒のＩＣＴ利活用
の推進

○教職員及び生徒のＩＣＴスキルの向上
・生徒がＰＣを使用する日数を授業日の５０％以上にする。
・生徒への配布物等については、ペーパーレス化取り組
む。

・職員研修の実施（学期に１回）
・校務サーバーへの情報掲載等を行い、会議資料の
ペーパーレス化に取り組む。 Ｂ

・職員会議の折にＩＣＴ研修を実施した。
・ポータルを活用した文書閲覧の導入、職員会議資料等のＰ
ＤＦ配布を通して、職員のＰＣを活用する機会を増やした。今
後授業等での学習用ＰＣ使用率調査を実施する。

Ａ

・毎回の会議資料のペーパーレス化は、職員に容認されてい
る。オンライン講演や授業の実施に伴い、職員や生徒ともに
個人ＰＣ活用が必然化し技術や知識が向上した。 Ａ

・ＩＣＴを利活用した授業に対して、生徒と教職員が共
通認識を持って取り組むことが大切である。
・授業が機械的にならないように、生徒とのコミュニ
ケーションも大事にして欲しい。

・ＩＣＴ利活用教育推進員
・教務主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○進路保障

〇生徒の希望進路達成１００％ ○年内の進路達成率100％
○難関大学への合格
○公務員への合格

・生徒の進路希望に基づく企業への求人依頼、新規
開拓
・難関4年制大学、公務員希望者に対する個別指導の
充実
・就職支援員や学年団を中心に、働くことへの意識づ
けと企業選択のアドバイス Ｂ

・６０社程度の企業を訪問し採用計画など知り得た情報を提
供することで、企業選択の参考にすることができている。
・４年制大学や公務員希望者は、受験までの工程表を作成
し、個別指導を行っている。
・就職支援員や学年団で生徒と面談を行うことで、意識が向
上し、早期に希望企業の選択ができている。 Ａ

・２月末現在で進路決定率１００％を達成した。
・進路希望調査をもとに電話での聞き取りも含めると６０社以
上の企業へ求人依頼を行った。
・企業情報等は、進路だよりやスクールニュースを用いて情
報が確実に伝わるよう工夫した。
・三者面談の時期を利用して、２年生へも情報提供することで
進路啓発につなげている。
・佐賀大学や公務員希望者については、計画的に指導を行
い成果をあげた。

Ａ

・進路決定率１００％達成は、素晴らしい。継続を期待
する。
・希望進路の１００％達成や地場産品を活かした物作
りなど専門高校としての特色づくりが必要である。
・資格取得率向上につながるカリキュラムの変更設定
が必要である。

・進路指導主事
・教務主任

◎コミュニティー・スクール
を活用した魅力と活力ある
高校づくり

◎魅力的な専門教育を通して各分野への興味・関心
を深め、明確な進路意識を持った専門学習になるよ
う、志を高める教育を目指す。

○誇りを持って専門教科の学習に取り組む生徒を７０％以
上にする。
○プロジェクト学習の推進を図り、地域貢献につながる研
究活動と広報活動を行う。

・熟練技能者の技術等を学んだり、生産物の販売等を
行うとともに、これらの活動を広報することで、生徒の
充実感を高める。

Ｂ

・熟練技能者をはじめ、外部講師による学習や学校生産物の
販売を実施するとともに、その活動の様子を新聞等で紹介さ
れた。

Ｂ

・コロナ禍にあって、やむなく中止せざるを得ない活動もあっ
たが、地元公民館と連携した「花とみどりの教室」や小学生を
対象とした「ミニ門松づくり」などの活動に取り組むことができ
た。
・佐賀大学教授による講義を実施した。また、佐賀大学施設
内での実習を実施した。
・地域の食材を使用した商品開発を行い、販売会を６回行うこ
とができ、新聞やテレビで紹介された。
・実地調査を行い、外部機関とのつながりをつくることができ
た。また、課題研究を通して進路意識が高まった。

Ｂ

・マスメディア等を活用し、地域活動、部活動、農業ク
ラブ活動等の好成績や実績をＰＲする。
・ＯＢ、ＯＧを活用した学校の現状報告会や体験報告
会を開催する。
・専門教育の最高学府である地元、佐賀大学等との
連携を強化し、大学等の有効活用を図るべきである。
・佐賀の農産物生産者や企業との情報共有は、生徒
の就職等への意識向上にもつながる。
・地域と連携して生徒の出番がある行事等を実施する
のも良いと思う。

・農場長
・園芸科学科主任
・環境緑地科主任
・食品流通科主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

３　本年度の重点目標

学校名 佐賀県立高志館高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

重点取組

・全職員が「OneTeam」となり学校教育目標の実現に組織的に取り組み、農業の専門高校の特徴を活かした活動等を行い地域からも評価を得ている。また、コロナ禍の中、行事の精選や効率化を図りながらも生徒にとってより良い学校生活の構築に向け取り組んだ一年であった。
・農業クラブの九州連盟事務局校として生徒主体の運営を行い大会を成功させることができた。学校生活満足度では、生徒満足度８６％、保護者満足度９４％であった。また、３年生は、進路決定１００％を達成し卒業することができた。
・月平均時間外勤務時間は、３８．５５時間で目標を達成することができたので、より一層の業務改善及び職員の働き方改革を推進していきたい。
・新たなＰＲ活動を講じたが十分な結果をだすことが出来なかったため次年度も継続し、地域に根ざした学校づくりを行い「生徒が行きたい」、「保護者が行かせたい」、「地域から必要とされる」そして「職員が勤務したい学校」を創っていく。

・各分野で新たな取り組みを始め、魅力ある学校づくりと地域への情報発信に重点をおいて取り組んできた。
・進路保障や部活動・農業クラブ活動の活性化では、確かな実績を積み上げることができた。
・生徒指導上の諸問題が多かったことから、指導体制を見直し、風通しのよい教育環境の整備に取り組む。
・ICT利活用教育を推進し、わかる授業の徹底と専門高校としての教育内容の充実を図る。

校訓「高志潔心」の理念を指針として訓育に努める。
　①　学業の充実　　　　　②　基本的生活習慣の確立　　　　　③　生徒会活動・農業クラブ活動・部活動・ボランティア活動の活性化
　④　信頼される開かれた学校の推進　　　　　⑤　専門教科の教育内容及び施設・設備の充実

スローガン「ステップアップ高志館」　～マナーの向上と更なる成長を目指して～
○生徒が高い志を持ち、自らの可能性を信じて更なる「成長」を目指せるよう、授業と部活動の充実に努め、生徒が力を試す挑戦の場を多く準備する。
○時代とともに技術は変化するが、身につけた精神は生き方を支えることを生徒に理解させ、さまざまな教育活動をとおして社会に貢献できる「人間力」を身につけさせる。
○先が見えない時代にあっては、常に考え、課題を解決する「課題解決力」が備わっていることが必要であるとの認識を持ち、生徒に今は何をすべきかを常に考えさせ、課題や責任を果たさせる中で自信を芽生えさせ、自立しようとする気持ちを育む。

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

５　総合評価・

　　次年度への展望

主な担当者

主な担当者

重点取組


